
 

 

 

 

  

          
           

  

   

 

 

      ● 斜里 RC 事務局メールアドレス 

    

             第 2876 回例会  2022 年 9 月 7 日（水）   発行：会報・広報・雑誌委員会 

点鍾：元木 誠二 会長     司会：三浦 詔男 副 SAA  

  

１．ゲストおよびビジター紹介 ～元木会長 

・国際ロータリー 第 2500 地区     久木 佐知子ガバナー 

・      〃       第 5分区 丹羽 修二ガバナー補佐 

・      〃            荒田 祐一地区副幹事 

・      〃           志摩 隆宏地区副幹事 

 

 

                          

３．会 長 の 時 間 ～元木会長                  

《クラブ協議会 歓迎の挨拶》 

・この度は、久木ガバナーをはじめ、荒田地区副幹事、志摩地 

 区副幹事の皆さまにおかれましては、ようこそ斜里ロータリ 

 ―クラブへお越しくださいました。心より歓迎申し上げます。 

  さて、久木ガバナーが入場する時に流したのはジョンレノ 

 ンの「イマジン」という曲です。皆さんも一度は耳にした曲 

 だと思います。 

 この曲が発表されてから 50 年以上経っている今でも、この 

 「イマジン」が世界中の人々の心に影響を与えているのは、 

 美しいメロディーと共にジョンレノンが発しているメッセージの内容と言われています。 

 「想像してみてごらん。すべての人々は今日の為に生きているということを」 

 「想像してみてごらん。すべての人々が平和に生きているところを」 

 「想像してみてごらん。すべての人々がこの世界を分かち合っているところを」 

  ジョンは想像力によって理想的な世界をつくりながらも、そこから下降し、私たちが今現在抱えてい 

る問題と真正面から向き合うことを問いかけているのではないでしょうか？ 

 今年度の RI会長ジェニファー・E・ジョーンズ氏は今年度のテーマを「イマジン ロータリー」と発表

されています。「そして私たちがベストを尽くせる世界を想像してください」と呼び掛けています。 

まさに、ジョンレノンのこの「イマジン」の歌詞が反映されているのではないでしょうか。 

 また、このテーマをもとに久木ガバナーは「最も優れた活動を行うためには自分一人の行動だけでは

なく、ロータリーの一番大切な財産である会員と共に行動しよう」と方針では表明されています。 

 本日のクラブ協議会と公式訪問例会では限られた時間の中、如何にガバナーと会員が有意義な時間を

過ごせるかを私たち斜里ロータリークラブとして何度もイメージしてまいりました。 

本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

《例会 会長の時間》 

・皆さん、こんばんは 

 コロナ禍が流行してから、各会議やセミナー、講習会などがオンラインで開催されることがとても多く 

なりました。 

２．ロ ー タ リ ー ソ ン グ ～国歌斉唱、奉仕の理想 
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 私も、各会議や仕事での出張が大幅に減り、オンラインで参加する機会がとても多くなってきており

ます。 

オンラインでの講習と実際参加する内容は同じだとは思いますが、私の場合オンラインで参加したとき、

特に会議のように発言が出来なく、どうしても集中力が続かなくなることがあり、セミナーが終了して

もところどころ理解していなかった場面があります。 

 確かに、オンラインではセミナー途中で電話に出たり、コーヒーを入れに行ったりと席を外すことが

多かったり、違うことを考えたりしていました。 

 しかし、現場で参加していたとしたらどうでしょうか？ 

もちろん、むやみに席を立ったり、ましてや携帯電話に出ることもなく集中してセミナーに参加してい

ることでしょう。ましてや、大切な時間と経費をかけて参加している心構えがあるので、何か持ち帰ろ

うと真剣になるはずです。 

 私が言いたいことは、セミナー内容は同じはずなのに、私の頭に入っていないのはすべて自分の意識

の持ちようだということは間違いということです。 

  オンラインでも現場で受けるセミナー同様、参加する自分が現場にいるような緊張感を持って参加する

ことを意識しなければならないことをコロナ禍では強く意識するようにしていると同時にこの体験を今

後も生かすよう心掛けていくつもりです。 

 とは言っても、やはり現場で生の声を聞くという行為は、印象に残るとともに理解もしやすいことは皆

さんもご承知の通りだと思います。 

 相手の声を直接聞くことが出来るスピーチは現代においてはとても貴重な時間となっています。 

 ましてや、この度のガバナー公式訪問は久木ガバナーにおかれましては、旭川市から斜里町まで来てい

ただき、スピーチをしていただけるたいへん貴重な時間をいただいております。 

  このような現在の状況を会員全員が十分に理解しながら、本日の例会も皆さんの貴重な時間を使った

例会を有意義に過ごしましょう。 

  

４．幹 事 報 告 ～森田幹事 

・「青森大雨災害支援金」についての受付文書が届いています。後日対応したいと思います。 

・斜里町社会福祉協議会より共同募金チャリティー「ふれ愛ステージ 2022」中止とのお知らせが届いて

おります。 

・今月のロータリーレート～1 ドル：139円 

 
 

・武藤職業・社会奉仕委員長～いよいよ来週に迫りました「前浜清掃」ですが、18日（日）9時集合とな 

っております。海岸に打ち寄せられたゴミを回収して適切に処理したいと

思いますので、是非たくさんの会員に参加していただきますようお願いいたします。 

 

６．本 日 の プ ロ グ ラ ム ～元木会長  

✦ガバナー公式訪問例会 

◈丹羽ガバナー補佐挨拶 

  私は、ロータリークラブに入って 35～6 年経ちます。 

 その間に、世界は大きく変化しました。ロータリークラブに 

 おいても非常に変化しております。 

  これまでの 30年間で私が大きいと感じた変化をまとめて 

 みました。 

  1990年前半は「四大奉仕」の時代でした。そしてまた 

 「ポリオプラス」計画が発表されました。また、女性ロー 

 タリアンが認められました。 

  そして 1992 年、「23－34決議」が削除されようとしました。これに対して日本のロータリークラブ 

から疑問の声が上がり大問題となりました。私も、道下ガバナーの「ロータリーは何所へ行く」という

講演を聞き、非常に衝撃を受けました。また、これを機に「職業奉仕」の大切さを再確認いたしました。 

 そして、2000 年に入ってからは「DLP」「CLP」が導入されました。 

規定審議会が「柔軟性」を導入し、「効果的なロータリー活動」を推進するための活動計画の指標などを 

示されました。 

５．委員会、その他の報告  ～元木会長 



 

 

 

 

 この変化の流れは、「個人の職業奉仕」を特徴としているクラブから「団体としての奉仕」するクラブ

へと変わってきたのかなと感じております。 

 そして、本年度、ジョーンズ RI会長は、ロータリーが「DEI」を取り入れていくには多くの事を行う

必要があると言っております。 

 また、久木ガバナーの活動方針の第 1 番目に上がっておりますのが、「DEI」を取り入れ、クラブの活

性化を進めるよう、そのためにどうしたら良いか・・・これをクラブで是非取り組んで考えていただき

たい。とおっしゃっております。 

そのために、「RLI」方式などを聞きまして勉強し、実践していただきたいと思っております。 

 コロナ禍の関係で、どこのクラブでも「親睦」に苦労しています。仲間ととことん話が出来ない寂し

さを私自身も感じています。 

色々な会合が休会となりますと、親睦から奉仕に続く一連のロータリーの流れが途絶えてしまいます。 

つくづく例会の大切さを感じます。何とか工夫して親睦が図れるように努力していただきたいものだと

思っております。 

 その中で、これからは今まで築いてきた地域経済や様々な行事の復興を目指さなければなりません。 

是非、この斜里ロータリークラブの皆様がそれぞれの立場で職業奉仕を軸として、色々な奉仕活動にパ

ワーを発揮して地域復興のリーダーとして活躍されることをお祈りいたします。 

 

◈久木ガバナースピーチ 

  斜里ロータリークラブの皆さま、改めまして  こんばんは 

 2022～23年度のガバナーを拝命しました久木佐知子でござ 

 います。 

 7 月 1日から新年度を迎えましたけれども、未だにコロナに 

 よる世界的なパンデミックで 2年半以上もの間たいへん活動 

 が制限されてきました。クラブの運営もたいへんご苦労があ 

 ったことと思います。 

  私自身も、国際協議会を始め、すべての研修がオンライン 

 でしたので、こうしてクラブを訪問させていただき、皆さま 

 と直接お会いできる機会をいただけたことを本当に嬉しく思っております。 

  先程、「会長、幹事懇談会」そして「クラブ協議会」が行われました。そして元木会長からは本当に今

年度にかける意気込み、熱意をお伺いいたしました。 

 そして今も、「意見交換会」と申しますか、皆さまから色んなご意見を頂戴して私も改めて「ああ、この

クラブは本当に皆やる気があるな」と思いましたし、私自身も皆さまから良いアイデアをいただいたよ

うに思ってございました。 

  私はじめ皆さまお一人お一人がリーダーシップを発揮していただいて、是非この 2500地区を牽引し

ていって欲しいと思います。 

  これからもまだコロナ禍の中でございますけれども、地区の采配活動を再開させていただきますので、

是非皆さまも計画中の事業はもちろんのこと、新しい事にも挑戦していただければと思うところでござ

います。 

  それでは、ジェニファー・ジョーンズ RI会長のテーマと地区目標をお伝えさせていただきます。 

        （この後、パワーポイントを使用してのお話が続きました） 

✦RI会長テーマ～ 「イマジン ロータリー」 

✦RI第 2500地区 久木佐知子ガバナーテーマ～「ともに紡ごう！ ロータリーの未来へ」 

✦地区活動方針～「大きな夢を紡ぐために」 

 1、DEI（多様性、公平さ、インクルージョン）を取り入れ、クラブの活性化に努めましょう。 

 2、ロータリーの奉仕のインパクトを広め、公共イメージの向上をはかりましょう。 

 3、クラブの戦略計画を立案し、新たな事業に取り組みましょう。 

 4、RLIを推進し、新しいリーダーを育成しましょう。 

 5、「ロータリー奉仕 DAY」に今年も参加しましょう。 

 6、ローターアクターと共に奉仕活動を拡大させましょう。 

 7、年次基金寄付ゼロクラブを達成しましょう。 

 8、ICTを利用して交流の輪を広げましょう。 

 9、新クラブの設立に向けた準備をしましょう。 

10、ポリオ根絶に協力しましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

                              会長・幹事 懇談会                            

                 

 

                                          

 

７. ニコニコ Ｂ Ｏ Ｘ ～ 遠藤会員 

・久木ガバナー～ニコニコ献金 

  

 

▪本日出席～33 名中 25名出席（出席率：75.7％） 

      

☆ 幹事より次回例会の案内   
   ・次回は 9/10（土）第 2877例会～清里 RC との親睦パークゴルフ大会（担当：親睦活動委員会） 

                                                                                                                                                                                    

 

      

  

８．出 席 報 告 ～樽見出席・プログラム委員長  

斜里 RC 会長のテーマ 2022-2023 国際ロ－タリ－のテ－マ 


